
○町の人口（1月１日現在）男15,214人  女15,396人  計30,610（前月比－24）世帯数8,351世帯（前月比＋1） 
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皆
様
に
は
、
平
成
十
五
年
の
輝
か
し
い
新
春
を
健

や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上

げ
ま
す
。 

 

　
さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
の
開
催
や
ノ
ー
ベ
ル
賞
の
ダ
ブ
ル
受
賞
な

ど
、
国
際
的
に
輝
か
し
い
話
題
が
あ
り
ま
し
た
が
、

日
本
経
済
も
地
域
経
済
も
一
向
に
先
行
き
の
展
望
が

開
け
な
い
ま
ま
の
一
年
で
あ
り
、
暮
ら
し
の
中
に
も

明
る
い
話
題
が
少
な
か
っ
た
よ
う
な
思
い
が
い
た
し

ま
す
。 

　
こ
の
よ
う
な
中
、
本
町
に
お
き
ま
し
て
は
、
上
曽

ト
ン
ネ
ル
が
平
成
十
八
年
の
開
通
に
向
け
、
事
業

が
着
々
と
進
め
ら
れ
る
と
と
も
に
、
朝
日
ト
ン
ネ
ル

に
つ
き
ま
し
て
も
地
質
調
査
に
入
る
な
ど
、
整
備
に

向
け
明
る
い
見
通
し
が
つ
い
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

　
さ
ら
に
、
岩
間
八
郷
線
や
県
道
土
浦
笠
間
線
板
敷

峠
の
拡
幅
工
事
な
ど
、
懸
案
で
あ
っ
た
東
西
南
北
の

玄
関
と
な
る
道
づ
く
り
に
大
き
な
進
展
が
見
ら
れ
た

一
年
で
し
た
。
ま
た
、
公
共
下
水
道
の
水
処
理
セ

ン
タ
ー
竣
工
に
と
も
な
い
一
部
地
域
の
通
水
が
始
ま

り
ま
し
た
。
か
ね
て
か
ら
建
設
を
進
め
て
ま
い
り
ま

し
た
給
食
セ
ン
タ
ー
も
こ
の
三
月
に
竣
工
、
稼
働
と

な
り
ま
す
。 

　
こ
の
よ
う
に
、
皆
様
の
暮
ら
し
と
環
境
に
関
わ
る

施
設
整
備
を
着
実
に
進
め
ら
れ
ま
し
た
こ
と
は
、
ひ

と
え
に
皆
様
方
の
温
か
い
ご
支
援
ご
協
力
の
賜
と
深

く
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

   

　
本
年
は
、
第
五
次
総
合
計
画
の
最
終
年
度
を
迎

え
、
さ
ら
に
、
市
町
村
合
併
の
方
向
を
決
定
づ
け
、

新
た
な
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た
ス
タ
ー
ト
を
切
る
重

要
な
年
で
あ
り
ま
す
。 

　
厳
し
い
財
政
事
情
の
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
引
き

続
き
効
率
的
な
財
政
運
営
に
心
が
け
、
各
種
施
策
の

着
実
な
実
行
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
と
と
も
に
、
消

防
署
の
出
張
所
設
置
や
下
水
道
、
生
活
関
連
道
路
の

整
備
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
課
題
、
懸
案
事
項
の
実
現

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

　
市
町
村
合
併
に
つ
き
ま
し
て
は
、
皆
様
の
ご
意
向

や
議
会
の
ご
意
見
を
十
分
に
踏
ま
え
、
本
町
の
個
性

と
特
性
を
生
か
し
た
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
を
念
頭

に
、
共
に
発
展
す
る
こ
と
が
で
き
る
パ
ー
ト
ナ
ー
を

見
出
し
、
皆
様
に
対
し
責
任
を
持
て
る
方
向
を
決
定

し
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

　
今
、
八
郷
町
は
大
き
な
岐
路
に
立
ち
、
将
来
を
し

っ
か
り
と
見
据
え
た
う
え
で
、
新
た
な
歩
み
を
進
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
大
切
な
時
期
を
迎
え
て
お
り
ま

す
。 

　
皆
様
と
と
も
に
八
郷
町
の
将
来
像
を
し
っ
か
り
と

描
い
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
よ
り
一
層

の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と

も
に
、
皆
様
の
ご
健
勝
、
ご
活
躍
を
ご
祈
念
申
し
上

げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。 

⑵

町 長　関   野   和   夫 

平成15年   新年のごあいさつ 

町の将来を見据え、新たな歩みを 

迎春 



　 

  

　
議
会
最
終
日
に
町
議
会
議
長
と
副
議
長
の
改
選

が
行
わ
れ
、
議
長
に
飯
村
嘉
男
氏（
太
田
・
66
歳
）・

副
議
長
に
鬼
澤
隆
氏
（
小
幡
・
64
歳
）
が
再
選
さ

れ
ま
し
た
。 

               

　
　
　
◎
委
員
長
・
○
副
委
員
長
　
「
敬
称
略
」 

【
総
務
委
員
会
】 

◎
岡
崎
忠
・
○
大
和
田
俊
樹
・
菱
沼
一
夫
・
中
村

峯
二
・
飯
村
嘉
男
・
岡
嵜
勝
巳
・
鬼
澤
隆 

【
産
業
土
木
委
員
会
】 

◎
谷
島
博
久
・
○
長
谷
川
正
・
塚
谷
重
市
・
島
田

久
雄
・
川
井
貞
夫
・
川
又
紀
征
・
入
江
貞
一 

【
教
育
民
生
委
員
会
】 

◎
大
場
俊
之
・
○
永
山
公
士
・
櫻
井
信
幸
・
菱
沼

定
夫
・
中
村
武
子
・
鈴
木
光
雄 

⑶

補
正
予
算 

　
一
般
会
計
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
五
、
四
一

九
万
三
千
円
を
追
加
し
総
額
を
九
九
億
四
、
〇
六

九
万
六
千
円
と
し
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　

　
歳
入
で
は
、
町
債
を
適
債
事
業
の
各
事
業
費
に

あ
わ
せ
て
補
正
し
一
、
四
四
〇
万
円
を
追
加
し
た

な
ど
が
主
な
も
の
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
歳
出
は
、
土
木
費
の
岩
間
・
八
郷
線
道
路
整
備

事
業
費
二
、
〇
〇
〇
万
円
の
増
、
フ
ル
ー
ツ
ラ
イ

ン
の
道
路
案
内
標
識
の
老
朽
化
に
よ
る
立
て
替
え

の
経
費
二
、
〇
〇
〇
万
円
の
増
な
ど
が
主
な
も
の

で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

 

契
約
関
係
議
案 

　
契
約
関
係
議
案
は
、
公
共
下
水
道
事
業
の
管
渠

工
事
二
件
と
、
岩
間
・
八
郷
線
の
道
路
改
良
工
事

の
契
約
の
締
結
で
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

◆
国
補
特
環
管
渠
工
事
第
96
号
（
下
林
地
内
）

　
契
約
額
　
　
　
九
、
八
七
〇
万
円
　
　
　
　
　

　
契
約
人
　
千
葉
市
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
西
松
建
設
㈱
東
関
東
支
店 

　
　
　
　
　
　
取
締
役
支
店
長
　
永
井
賢
一
郎 

◆
国
補
特
環
管
渠
工
事
第
101
号
（
上
林
地
内
）

　
契
約
額
　
　
　
五
、
〇
四
〇
万
円
　
　
　
　
　

　
契
約
人
　
水
戸
市
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
ア
イ
サ
ワ
工
業
㈱
茨
城
営
業
所 

　
　
　
　
　
　
所
長
　
吉
原
卓
志 

◆
国
補
緊
急
第
１
号
・
１
道
路
改
良
工
事
　
　
　  

　
契
約
額
　
　
　
八
、
〇
二
二
万
円
　
　
　
　
　

　
契
約
人
　
八
郷
町
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　   

㈱
進
貢  

代
表
取
締
役  

久
保
田
修 

　平成14年第４回八郷町議会定例会は、12月13日から24日までの 
12日間の日程で開催されました。 
　審議された案件は、平成14年度の各会計の補正予算などの議案 
16件、平成13年度各会計歳入歳出決算の認定６件、報告１件など 
ですべて原案のとおり可決されました。ほかに教育委員会委員の 
選任についての同意２件がありました。 

12月定例議会 

平成13年度一般会計・特別会計 
の決算などを認定 

議
長
に
飯
村
嘉
男
氏 

　
　
　
　
副
議
長
に
鬼
澤
隆
氏 

 

各
常
任
委
員
会
の
構
成
は 

　
　
　
　
　
　
次
の
と
お
り
で
す
。 

 

鬼澤副議長 飯村議長 



        

　
平
成
十
三
年
度
の
一
般
会
計
決
算

は
、
歳
入
総
額
一
一
四
億
三
、
〇
四
一

万
円
（
前
年
度
比
六
・
九
％
増
）
、
歳

出
一
〇
八
億
二
、
三
八
六
万
円
（
前
年

度
比
七
・
〇
％
増
）
と
な
り
、
歳
入
歳

出
差
引
額
は
六
億
〇
、六
五
五
万
円
で
、

こ
れ
か
ら
翌
年
度
へ
の
繰
越
財
源
三
億

一
、
三
一
四
万
円
を
差
し
引
い
た
二
億

九
、
三
四
一
万
円
が
実
質
収
支
額
と
な

り
ま
し
た
。 

      

●
歳
入
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
歳
入
で
は
、
地
方
交
付
税
が
四
〇
億

五
、
七
八
六
万
円
で
全
体
の
三
五
・
五

％
を
占
め
て
い
ま
す
。
町
税
は
二
一
億

九
、
九
五
一
万
円
で
、
構
成
比
は
十

九
・
二
％
で
し
た
。
町
税
の
内
訳
（
表

１
）
は
、
前
年
度
に
比
べ
町
民
税
や
特

別
土
地
保
有
税
、
た
ば
こ
税
が
減
少
し

た
も
の
の
、
固
定
資
産
税
や
軽
自
動
車

税
、
入
湯
税
が
増
加
し
た
た
め
、
町
税

全
体
で
は
四
、
九
八
六
万
円
二
・
三
％

の
増
と
な
り
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　

　
な
お
、
歳
入
の
全
体
と
し
て
は
、
前

年
度
よ
り
も
六
・
九
％
の
増
と
な
り
ま

し
た
。 

      

●
歳
出
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
歳
出
で
は
、
民
生
費
が
二
〇
億
六
、

三
七
一
万
円
で
全
体
の
一
九
・
一
％
と

も
っ
と
も
高
い
割
合
を
占
め
ま
し
た
。

老
人
福
祉
、
保
育
所
運
営
な
ど
の
事
業

を
行
い
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　

　
次
に
教
育
費
の
一
八
億
四
、
九
八
六

万
円
で
一
七
・
〇
％
を
占
め
て
い
ま

す
。
小
中
学
校
の
管
理
事
業
や
、
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
改
築
事
業
、
公
民
館
運

営
事
業
な
ど
が
主
な
も
の
で
す
。
　
　

　
総
務
費
は
一
六
億
七
、
一
九
七
万
円

で
一
五
・
四
％
の
構
成
比
で
し
た
。
主

な
事
業
は
、
町
勢
要
覧
の
発
行
や
、
ふ

れ
あ
い
交
流
施
設
「
や
さ
と
温
泉
ゆ
り

の
郷
」
の
管
理
運
営
を
八
郷
町
農
業
協

同
組
合
へ
の
委
託
な
ど
で
し
た
。
　
　

　
農
林
水
産
業
費
の
一
五
億
六
、
七
八

七
万
円
は
全
体
の
一
四
・
五
％
で
し

た
。
主
な
も
の
で
は
畜
産
振
興
総
合
対

策
事
業
や
転
作
助
成
事
業
、
農
道
整
備

事
業
な
ど
で
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　

　
土
木
費
は
一
二
億
一
、
九
五
八
万
円

で
一
一
・
三
％
を
占
め
ま
し
た
。
一
般

町
道
整
備
事
業
、
片
野
下
青
柳
線
道
路

整
備
事
業
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
　
　

　
歳
出
全
体
で
は
、
前
年
度
と
比
べ

七
・
〇
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。 

⑷

町債 
12億9,710 
11.3％ 

地方譲与税ほか 
7億9,336 
6.9％ 

県支出金 
5億0,582 
4.5％ 

国庫支出金 
3億0,216 
2.7％ 

分担金 
負担金ほか 
22億7,459 
19.9％ 

町税 
21億9,951 
19.2％ 

一
般
会
計
決
算 

　
平
成
十
三
年
度
の
一
般
会
計
と
五
つ
の
特
別
会
計
の
決
算
は
、
第
四 

回
議
会
定
例
会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
　 

　
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
行
っ
た
平
成
十
三
年
度
の
決
算
の
あ
ら
ま
し
を 

お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

一般会計＋特別会計の決算規模 

●歳入　２０２億６,９１６万円 

●歳出　１９４億０,４８９万円 

 

 

地方交付税 
40億5,786 
35.5％ 

町民税 

固定資産税 

特別土地保有税 

軽自動車税 

たばこ税 

入湯税 

                              8億3,101 

                                                     11億5,767 

1,482 

 4,458 

     1億3,482 

1,661

計　21億9,951万円 

表１　町税の内訳 
（単位：万円） 

歳　入 
114億3,041 
（単位：万円） 

依 

存 

財 

財 

源 

源 

60.9％ 

39.1

自 
主 

％ 



��

◆
国
民
健
康
保
険
　
　
　
　
　
　
　
　

　
歳
入
は
、
国
民
健
康
保
険
税
と
国
庫

支
出
金
で
七
八
・
九
％
を
占
め
ま
し

た
。
歳
出
は
、
保
険
給
付
費
と
老
人
保

健
拠
出
金
で
全
体
の
八
八
・
八
％
に
な

り
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
前
年
度
と
比
べ
歳
入
は
六
・
七
％
、

歳
出
は
一
一
・
九
％
の
増
で
し
た
。
　

◆
老
人
保
健
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
決
算
に
か
か
わ
る
老
人
保
健
の
対
象

者
数
は
、
五
、
〇
一
四
人
で
し
た
。
　

　
歳
入
の
主
な
も
の
は
、
支
払
基
金
交

付
金
と
国
庫
支
出
金
を
あ
わ
せ
八
七
・

八
％
を
占
め
ま
し
た
。
歳
出
は
、
医
療

諸
費
が
主
な
も
の
で
、
前
年
度
に
比
べ

て
五
・
三
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。
　

◆
フ
ラ
ワ
ー
ヒ
ル
柿
岡
汚
水
処
理
　
　

　
フ
ラ
ワ
ー
ヒ
ル
柿
岡
団
地
内
汚
水
処

理
施
設
の
維
持
管
理
を
行
う
も
の
で
、

使
用
料
等
を
財
源
と
し
て
い
ま
す
。
　

◆
農
業
集
落
排
水
事
業
　
　
　
　
　
　

　
歳
入
は
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金

や
使
用
料
等
で
、
歳
出
は
施
設
の
維
持

管
理
を
行
い
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　

◆
下
水
道
事
業
　
　
　
　
　
　
　
　
　   

　
歳
入
は
、
町
債
・
国
庫
支
出
金
・
一

般
会
計
繰
入
金
が
主
な
も
の
で
し
た
。

歳
出
で
は
、
下
水
管
工
事
・
処
理
場
の

建
設
と
機
械
設
備
の
工
事
を
行
い
ま
し

た
。�

⑸

特
別
会
計
決
算�

114億3,041�

26億2,406�

29億3,661�

1,134�

6,844�

31億9,830�

88億3,875�

202億6,916�

�

6.9�

6.7�

8,8�

－5.1�

－6.7�

－19.3�

－13.0�

－2.8

108億2,386�

25億8,882�

28億5,429�

784�

6,583�

30億6,425�

85億8,103�

194億0,489

7.0�

11.9�

5.3�

－2.5�

－4.0�

－21.5�

－11.9�

－2.3

衛生費�議会費�

災害復旧費� 消防費�
�

商工費�
�

農　　林�
水産業費�

�

土木費�
�

公債費�
�

総務費�
�

民生費�

教育費�
�

4,750 23,456 51,077 54,469

546 14,724 39,731 67,231

8,936 27,432 60,264

議会費�
1億4,580�
1.3％�

公債費�
 8億4,205�
     7.8％�

災害復旧費�
1,677�
0.2％�

教育費�
18億4,986�
17.0％�

消防費�
4億5,195�
4.2％� 土木費�

12億1,958�
11.3％�

商工費�
2億7,429�
2.5％�

衛生費�
7億2,001�
6.7％�

民生費�
20億6,371�
19.1％�

総務費�
16億7,197�
15.4％�

農林水産業費�
15億6,787�
14.5％�

歳　出�
108億2,386�
（単位：万円）�

各会計決算総括表� 単位：万円・％�

一　般　会　計�

会 計 名� 歳　　入�
対前年度比�

歳　　出�
� 対前年度比�

�

特
　
　
　
別
　
　
　
会
　
　
　
計�

国民健康保険�

老 人 保 健 �

フラワーヒル�
汚水処理場�

農業集落排水�

下 水 道 �

小　　　計�

�計�

�

（単位：円）�

一般会計目的�
別に平成14年�
　3月31日の人�
口30,696人で�
計算しました。�
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人々がいきいきと交流するまちへ 

 

豊かで活力に満ちたまちへ 

将来像実現のために 

 

ために行った主な事業  

●教育振興補助事業　　　　　教職員の研究・児童生徒の活動に補助 

●私立幼稚園就園奨励補助事業 

●社会人ＴＴ配置事業　　　　ティームティーチング講師10人 

●外国青年招致事業　　　　　外国青年招致２人 

●小中学校管理事業等　　　　施設修繕・備品・図書購入 

●コンピュータ教育推進事業　コンピュータの設置 

●中学校屋体耐震改修工事　　４体育館 

●町史編さん事業 

●情報通信技術講習推進事業　ＩＴ講座の開催 

●生涯学習推進事業　　　　　地区公民館の自主事業の支援など 

●地区公民館運営事業 

●学校開放事業　　　　　　　小中学校の体育館を開放 

●スポーツ教室開設事業　　　卓球・ミニバスケット・スキー・登山教室など 

●スポーツ大会等事業　　　　駅伝・ターゲットバードゴルフ・武道大会など 

●総合運動公園整備事業　　　ターゲットバードゴルフ増設工事 

●学校給食施設管理事業　　　１日あたり3,321食 

 

■ふるさと創造事業　　　　　遊具整備・古代散策道整備 

■畜産振興総合対策事業　　　蒸散発酵処理施設・堆肥舎など 

■県単農道整備事業　　　　　瓜谷地区・下青柳地区 

■単町農道整備事業　　　　　８路線 

■県営農免農道整備事業　　　八郷中央地区調査計画負担金 

■団体営ふるさと農道緊急整備事業 

　　　　　　　　　　　　　　上林地区歩道整備など 

■基盤整備促進農道整備事業　片岡地区・白幡地区 

■地籍調査事業　　　　　　　小幡・川又・半田地区 

■いばらきの野菜産地強化総合推進事業 

　　　　　　　　　　　　　　大型鉄骨ハウス10棟に補助 

■転作助成金　　　　　　　　転作助成金等の交付 

■県単林道開設事業　　　　　林道太田・大増線開設 

■商工振興事業　　　　　　　商工会補助金など 

■商工会館建設補助事業　　　商工会館建設補助金 

 

☆広報事業　　　　　　　　　広報やさと・町勢要覧の発行 

☆町政モニター設置事業・まちづくり対話教室実施事業 

　　　　　　　　　　　　　　町政への意見、要望などの把握 

 

 

 

2 ,304万円 

1,525万円 

2,102万円 

1,086万円 

5,455万円 

6,760万円 

5億1,576万円 

1,173万円 

405万円 

279万円 

569万円 

217万円 

69万円 

308万円 

1,082万円 

1億5,877万円 

 

3,458万円 

3,266万円 

1,955万円 

7,547万円 

185万円 

 

3,543万円 

3,581万円 

752万円 

 

2,571万円 

1億8,202万円 

2,890万円 

827万円 

1,900万円 

 

1,809万円 

 

234万円 



⑺

○片野下青柳線道路整備事業　改良舗装工事・橋梁下部工ほか 

○岩間八郷線道路整備事業　　用地測量・補償調査委託 

○一般町道整備事業　　　　　13路線Ｌ＝1,669.9mの改良 

○町道舗装整備事業　　　　　９路線Ｌ＝2,952.6mの舗装整備 

○排水整備事業　　　　　　　７路線Ｌ＝928mの排水整備 

○資材支給舗装事業　　　　　67区に舗装資材を支給Ｌ＝3,048.5m 

○交通安全施設等整備事業　　上曽～鯨岡間に自転車歩行者道設置 

○道路維持補修事業　　　　　維持修繕・除草（主要幹線道路） 

 

◆下水道事業（特別会計）　　管渠・処理場工事など 

◆農業集落排水事業（特別会計） 

◆合併浄化槽設置事業　　　　新設49基　   

◆ゴミ集積所設置補助事業　　９区15ヶ所 

◆湖北環境衛生組合負担金（し尿処理） 

◆新治地方広域事務組合負担金（塵芥処理） 

◆新治地方広域事務組合負担金（消防） 

◆防災まちづくり事業　　　　防火水槽・ポンプ積載車など 

 

◇国民健康保険（特別会計）　療養給付事業・保健事業など 

◇老人保健（特別会計）　　　老人医療給付事業など   

◇老人保健事業　　　　　　　各種検診・健康相談・健康教育など 

◇母子保健事業　　　　　　　健康診査・歯科検診・栄養指導など 

◇予防接種事業　　　　　　　各種予防接種の実施 

◇健康づくり推進事業　　　　献血の推進・健康まつりなど 

◇栄養改善推進事業 

◇保健活動事業　　　　　　　保健センターだより「けんこう」発行 

 

■新治地方広域事務組合負担金（介護保険） 

■社会福祉協議会事務委託　　家庭奉仕員派遣事業 

■老人保護措置事業 

■敬老会助成事業　　　　　　敬老会の開催に補助など 

■介護支援センター運営委託 

■放課後児童保育事業　　　　園部地区で学童保育を実施 

■児童手当支給事業 

■保育所運営事業　　　　　　７保育所で596名を保育 

 

 

 

調和のとれた魅力あるまちへ 
 

生涯を健やかに過ごせるまちへ 
 

安全で快適な環境のあるまちへ 

心のふれあいと思いやりのあるまちへ 

2億2,053万円 

9,176万円 

2億1,045万円 

3,135万円 

2,543万円 

1,334万円 

1,496万円 

4,277万円 

30億6,425万円 

6,583万円 

1,855万円 

75万円 

4,770万円 

2億5,939万円 

3億4,667万円 

3,231万円 

 

25億8,882万円 

28億5,429万円 

4,274万円 

806万円 

2,141万円 

116万円 

150万円 

48万円 

 

2億9,367万円 

3,805万円 

2,808万円 

1,901万円 

1,200万円 

211万円 

9,478万円 

6億8,322万円 

 

平成13年度　まちづくりの 



　
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
や
余
暇
活
動
の
多
様

化
、
休
日
勤
労
者
の
増
加
な
ど
に
よ
っ
て
、
投
票

時
間
の
延
長
を
望
む
声
も
多
い
こ
と
か
ら
平
成
九

年
に
公
職
選
挙
法
が
改
正
さ
れ
、
投
票
時
間
が
原

則
と
し
て
二
時
間
延
長
さ
れ
、
午
後
八
時
ま
で
と

さ
れ
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
平
成
十
三
年
に
は
地
方
分
権
の
推
進
に

よ
り
、
町
の
選
挙
管
理
委
員
会
が
町
議
会
議
員
、

町
長
の
選
挙
以
外
の
選
挙
の
投
票
時
間
を
変
更
す

る
に
あ
た
っ
て
の
県
の
選
挙
管
理
委
員
会
の
承
認

は
廃
止
さ
れ
、
県
の
選
挙
管
理
委
員
会
へ
の
届
出

に
改
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
平
成
十
四
年
十
二
月
八
日
の
県
議
選
に
お
い
て

は
、
県
北
の
那
珂
郡
、
久
慈
郡
等
の
八
町
村
、
百

十
箇
所
の
投
票
所
で
閉
鎖
時
刻
を
二
時
間
早
め
て

て
投
票
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
何
れ
の
町
村
の
投
票

率
も
県
平
均
を
か
な
り
上
回
る
も
の
で
し
た
。 

　
こ
う
し
た
こ
と
が
新
聞
等
で
報
道
さ
れ
た
こ
と

も
あ
り
、
町
の
選
挙
管
理
委
員
会
に
は
「
投
票
所

を
二
時
間
早
め
て
午
後
六
時
に
閉
じ
て
も
、
不
在

者
投
票
は
前
日
の
午
後
八
時
ま
で
出
来
る
の
で
、

投
票
に
支
障
を
来
た
さ
な
い
の
で
は
な
い
か
。
経

費
の
節
減
に
も
な
る
。
」
と
の
意
見
も
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。 

　
平
成
十
四
年
十
二
月
八
日
の
県
議
選
で
の
町
内

に
お
け
る
時
間
別
投
票
者
数
は
右
の
表
の
と
お
り

で
し
た
。 

　
投
票
時
間
を
は
じ
め
と
す
る
投
票
環
境
の
向
上

に
つ
い
て
の
ご
意
見
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
町
の
選

挙
管
理
委
員
会
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。 

⑻

 

投票環境の向上に 
ついてのご意見を 
お寄せください。 

●
問
い
合
わ
せ
先 

　
八
郷
町
選
挙
管
理
委
員
会 

　
　
　
　
　
（
役
場
総
務
課
内
） 

　
八
郷
町
柿
岡
五
六
八
〇
│
一 

　
　
　
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
四
三
）一
一
一
一 

　
　
　
　
　
　
　
　  

内
線
一
三
三
七 

7：00～18：00 

11時間 

84.62% 

13,274 

93.84% 

441 

83.05%

18：00～19：00 

１時間 

7.69% 

568 

4.02% 

58 

10.92%

19：00～20：00 

１時間 

7.69% 

303 

2.14% 

32 

6.03%

計 

13時間 

100% 

14,145 

100% 

531 

100%

県議選での町内における時間別投票者数 

選
　

挙 

時   間   帯 

 

投票所での 
投 票 者 数 

選 管 で の 
不   在   者 
投 票 者 数 

（単位：人） 

県議選での町内における時間別投票者数の割合 

不在者投票者数 

投票所での投票者数 

時間 

7：00～18：00 

18：00～19：00 

19：00～20：00

0％      20％      40％      60％      80％      100％ 



     

　
シ
ン
ビ
、
デ
ン
ド
ロ
は
、
と
も
に

熱
帯
ア
ジ
ア
を
中
心
に
北
は
ヒ
マ
ラ

ヤ
、
日
本
、
南
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

北
部
と
広
い
地
域
に
分
布
す
る
ラ
ン

科
の
植
物
で
す
。
自
生
地
は
同
じ
で

す
が
、
栽
培
上
、
シ
ン
ビ
の
方
が
デ

ン
ド
ロ
よ
り
日
光
、
水
分
、
肥
料
を

多
く
好
み
ま
す
。 

◆
置
き
場
所 

　
シ
ン
ビ
は
夏
を
除
い
て
日
光
に
十

分
当
て
、
デ
ン
ド
ロ
は
春
秋
は
レ
ー

ス
越
し
の
光
に
、
夏
は
五
十
㌫
の
遮

光
下
で
管
理
を
し
ま
す
。
冬
は
と
も

に
暖
房
機
の
風
の
当
た
ら
な
い
、
日

当
た
り
の
良
い
窓
辺
が
良
い
で
し
ょ

う
。 

◆
水
や
り 

　
春
か
ら
秋
の
成
長
期
に
は
、
植
え

込
み
材
の
表
面
が
乾
い
て
き
た
ら
、

た
っ
ぷ
り
と
与
え
ま
す
。
盛
夏
は
毎

日
、
冬
は
月
二
―
四
回
与
え
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。
デ
ン
ド
ロ
は
花
芽
を

つ
け
さ
せ
る
た
め
十
月
か
ら
屋
内
に

取
り
込
む
ま
で
十
日
に
一
回
く
ら
い

に
減
ら
し
ま
す
。 

◆
施
肥 

　
固
形
の
油
粕
玉
を
例
に
、
デ
ン
ド 

     

ロ
は
四
―
七
月
の
間
四
号
鉢
で
二

個
、
シ
ン
ビ
は
四
―
八
月
の
間
六
号

鉢
で
五
個
与
え
ま
す
。
油
粕
玉
は
一

か
月
ご
と
に
取
り
替
え
る
よ
う
に
与

え
、
最
後
の
一
か
月
間
は
リ
ン
酸
系

の
肥
料
に
か
え
る
と
花
つ
き
が
良
く

な
り
ま
す
。 

◆
そ
の
他
の
管
理 

　
デ
ン
ド
ロ
は
花
芽
分
化
を
促
す
た

め
、
秋
に
肥
料
分
と
水
を
切
り
、
十

五
度
以
下
の
温
度
に
二
週
間
以
上
当

て
ま
す
。
霜
の
降
る
直
前
ま
で
は
屋

外
で
管
理
を
し
ま
し
ょ
う
。 

　
シ
ン
ビ
は
春
か
ら
秋
の
間
、
芽
か

き
が
必
要
で
す
。
一
つ
の
バ
ル
ブ

（
球
茎
）
に
二
つ
以
上
あ
る
時
、
ま

た
は
後
か
ら
出
て
き
た
時
は
小
さ
い

方
の
芽
を
か
き
一
つ
に
し
ま
す
。
秋

に
な
る
と
花
芽
が
出
て
く
る
の
で
、

間
違
わ
な
い
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
株
の
消
耗
を
防
ぐ
た

め
、
頂
部
の
花
が
咲
い
た
ら
一
か
月

で
切
り
、
切
り
花
で
楽
し
み
ま
す
。 

　
植
え
替
え
は
、
と
も
に
三
月
下
旬

が
適
期
で
、
株
の
状
態
に
も
よ
り
ま

す
が
二
、
三
年
に
一
回
行
い
ま
す
。 

                    

園
芸
課
　
斉
藤
益
実 

⑼

花と緑の楽園 

茨城県 

町道岩間・八郷線開設工事が開始される 

八郷
町内
延長
約2
,80
0ｍ
 

県道西小塙・石岡線 

シンビジウム・ 

デンドロビウム 

の咲かせ方 

八郷町 
岩間町 

今回工事箇所 

　
一
月
八
日
に
山
崎
地
内
で
岩
間
・
八
郷
線
の
工
事

安
全
祈
願
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
今
回
の
工
事
は
、
山
崎
地
内
の
県
道
西
小
塙
・
石

岡
線
の
Ｔ
字
路
か
ら
岩
間
町
国
道
３
５
５
号
線
Ｔ
字

路
ま
で
総
延
長
五
・
九
㌔
の
内
八
郷
町
部
分
（
山
崎

か
ら
真
家
約
二
・
八
㌔
）
の
六
四
〇
㍍
の
工
事
が
開

始
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
道
路
が
完
成
す
れ
ば
、
将
来

的
に
は
国
道
６
号
線
か
ら
つ
く
ば
市
、
県
西
地
区
を

結
び
、
水
戸
市
や
常
磐
自
動
車
道
路
岩
間
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
に
も
直
結
し
、
県
内
を
東
西
に
結
ぶ
路
線

と
し
て
極
め
て
重
要
な
幹
線
道
路
に
な
り
ま
す
。 

　
全
線
開
通
は
、
平
成
十
八
年
度
の
予
定
で
す
。 

 

　
　
　
●
今
回
の
工
事
概
要 

　
　
　
　
工
事
区
間
　
八
郷
町
山
崎
地
内 

　
　
　
　
延
長
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幅
員
　
　
　
車
道
部
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６
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歩
道
部
分
　
　
３
・
５
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工事安全祈願 



       

　
園
部
小
学
校
で
は
、
新
学
習
指
導
要

領
の
基
本
的
な
ね
ら
い
―
「
ゆ
と
り
」

の
中
で「
特
色
あ
る
教
育
」
を
展
開
し
、

基
礎
的
・
基
本
的
な
内
容
を
確
実
に
身

に
付
け
さ
せ
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、
自

ら
学
び
自
ら
考
え
る
力
な
ど
の
「
生
き

る
力
」
を
育
む
―
に
迫
る
た
め
、
次
の

三
つ
の
育
て
た
い
子
ど
も
の
姿
を
柱
に
、

日
々
努
力
を
し
て
い
ま
す
。 

①
　
し
ん
け
ん
に
学
ぶ
心 

　
基
礎
的
・
基
本
的
な
事
項
の
確
実
な

定
着
を
目
指
し
、
特
に
、
自
分
か
ら
進

ん
で
学
習
に
取
り
組
め
る
よ
う
に
問
題

解
決
学
習
や
体
験
学
習
に
力
を
入
れ
、

自
己
評
価
が
で
き
る
よ
う
に
具
体
的
な

目
標
を
子
ど
も
と
共
に
立
て
た
り
、
示

し
た
り
し
て
い
ま
す
。 

　
授
業
の
中
で
の
取
り
組
み
は
も
ち
ろ

ん
、
日
課
表
の
中
に
「
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ

タ
イ
ム
」
を
位
置
付
け
て
い
ま
す
。
特

に
、
漢
字
力
の
定
着
に
関
し
て
は
、
各

学
年
の
配
当
漢
字
の
習
得
に
継
続
的
・

計
画
的
・
意
図
的
な
実
践
を
積
み
重
ね

て
い
ま
す
。 

②
　
ゆ
た
か
な
心 

　
よ
り
よ
い
人
間
関
係
を
つ
く
っ
て
い

く
た
め
に
は
心
の
教
育
が
重
要
で
あ
る 

       

と
考
え
、
「
道
徳
の
時
間
」
を
核
と
し

て
心
を
育
て
る
教
育
を
全
教
育
活
動
の

中
で
押
し
進
め
て
い
ま
す
。 

　
日
課
表
に
毎
日
位
置
付
け
ら
れ
て
い

る
二
十
分
間
の「
朝
の
読
書
」は
心
の
ゆ

た
か
さ
を
育
て
、
学
級
活
動
の
充
実
や

縦
割
り
班
活
動（
縦
割
り
班
清
掃
活
動
）

で
は
人
間
関
係
を
深
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
オ
ア
シ
ス
運
動
や
継
続
的
な

登
校
時
ク
リ
ー
ン
活
動
を
通
し
て
奉
仕

の
心
や
地
域
の
中
で
助
け
合
っ
て
生
き

て
い
く
態
度
を
育
て
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
情
操
豊
か
な
子
ど
も
に
育
て
る
た

め
に
一
人
一
プ
ラ
ン
タ
ー
栽
培
に
も
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。 

③
　
た
く
ま
し
い
体 

　
心
身
共
に
た
く
ま
し
い
子
ど
も
の
育

成
を
目
指
し
、
日
課
表
に
「
さ
わ
や
か

タ
イ
ム
」
を
設
け
、
教
師
も
子
ど
も
と

共
に
運
動
し
、
運
動
の
日
常
化
を
図
っ

て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
汗
の
で
る
楽
し
い
体
育
の
授

業
づ
く
り
に
努
め
て
い
ま
す
。 

　
さ
ら
に
、
健
康
安
全
管
理
を
自
ら
交

通
ル
ー
ル
の
体
験
を
も
と
に
し
っ
か
り

身
に
付
け
さ
せ
た
り
、
危
険
を
回
避
し

た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
避
難

訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
よ
う
な
三
つ
の
柱
の
も
と
に
各

学
年
・
学
級
が
具
体
的
に
目
標
を
設
定

し
、
学
期
ご
と
に
具
体
的
観
点
で
評
価

し
、
子
ど
も
を
よ
り
よ
い
方

向
へ
導
く
実
践
を
し
て
い
ま

す
。 

　
ま
た
、
開
か
れ
た
学
校
を

さ
ら
に
進
め
る
た
め
に
、
学

校
だ
よ
り
の
公
共
機
関
等
へ

の
配
付
を
し
た
り
、
授
業
公

開
日
や
ス
ク
ー
ル
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
制
度
を
設
け
た
り
し
て

い
ま
す
。 

　
常
に
「
一
人
一
人
が
輝
く

明
る
く
楽
し
い
学
校
」
が
合

言
葉
の
学
校
で
す
。 

（
文
責
　
園
部
小
学
校
長

　                   

鈴
木
　
裕
） 

⑽

     

　
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
言

葉
は
、
英
語
を
そ
の
ま
ま
カ
タ
カ
ナ

に
し
て
用
い
て
い
る
。
今
で
は
耳
慣

れ
た
言
業
だ
が
、
そ
の
意
味
を
み
る

と
、
「
障
害
者
の
不
自
由
な
条
件
か

ら
、
身
体
的
、
精
神
的
、
社
会
的
に

で
き
る
限
り
そ
の
有
用
性
を
回
復
さ

せ
る
こ
と
」
と
な
り
、
障
害
者
が
人

間
ら
し
く
生
き
る
権
利
の
回
復
、
生

活
を
回
復
さ
せ
る
た
め
の
活
動
と
い

え
る
。「
機
能
訓
練
」
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
を
伴
う
が
、
こ
れ
だ
け
が
課
題
で

は
な
く
、
生
活
や
健
康
を
回
復
す
る

手
段
と
い
う
考
え
方
が
妥
当
と
思
わ

れ
る
。
韓
国
で
は「
再
活
」、
中
国
で

は
「
復
健
」
と
い
う
の
も
そ
の
感
じ

を
よ
く
表
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
脳

梗
塞
後
遺
症
の
高
齢
者
の
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン（
以
下
リ
ハ
）を
身
近
な

家
族
の
協
力
を
軸
に
考
え
て
み
よ
う
。 

　
脳
梗
塞
は
超
急
性
期
医
療
の
進
歩

で
、
予
後
の
改
善
が
期
待
さ
れ
て
い

る
が
、
現
状
で
は
、
発
症
し
た
患
者

の
約
半
数
が
リ
ハ
医
療
を
必
要
と
す

る
と
さ
れ
る
。
急
性
期
・
回
復
期
を

受
け
持
つ
医
学
的
リ
ハ
に
対
し
て
、

退
院
後
の
リ
ハ（
維
持
期
リ
ハ
）の
道

の
り
は
長
い
。
そ
の
長
い
経
過
の
中 

     

で
、
加
齢
と
と
も
に
能
力
の
低
下
、
つ

ま
り
日
常
生
活
動
作
の
低
下（
要
介
護
）

が
生
じ
る
可
能
性
が
高
い
。
ま
た
時
に

脳
血
管
性
痴
呆
を
続
発
し
、
こ
れ
ら
が

家
庭
生
活
へ
与
え
る
影
響
は
大
き
い
。

こ
の
よ
う
な
要
介
護
老
人
の
生
活
の

「
再
建
」
と
「
自
立
」
を
目
指
す
に
は
、

地
域
医
療
、
地
域
ケ
ア
体
制
の
整
備
と

と
も
に
、
地
域
の
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
確
立
、
環
境
整
備
が
必
要
で
あ
る
。

現
在
、
課
題
と
し
て
取
り
組
ま
れ
て
お

り
、
地
城
リ
ハ
が
包
括
的
保
健
・
医
療
・

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
中
核
と
し
て
推
進
さ

れ
る
時
も
近
い
。
し
か
し
、
現
状
で

は
、
問
題
が
深
刻
化
し
て
か
ら
、
窓
口

を
訪
れ
る
場
合
が
多
く
、
そ
の
解
決
に

難
渋
す
る
例
が
多
い
。
完
全
な
寝
た
き

り
に
な
り
、
拘
縮
や
褥
創
に
至
っ
て
か

ら
の
相
談
で
は
、
社
会
的
支
援
を
動
員

し
て
も
得
ら
れ
る
効
果
は
少
な
い
。
退

院
後
も
何
ら
か
の
保
健
・
医
療
・
福
祉

サ
ー
ビ
ス
と
連
動
し
て
維
持
期
の
リ
ハ

を
実
施
し
て
い
く
と
い
う
姿
勢
を
周
囲

の
人
々
、
特
に
家
族
の
方
々
に
考
え
て

い
た
だ
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
同
時
に
年

齢
を
重
ね
る
こ
と
に
よ
る
能
力
の
低
下

に
、
常
に
予
防
を
意
識
し
、
相
談
し
て

い
く
こ
と
も
大
切
と
考
え
て
い
る
。 

最
近
気

最
近
気
に
な
る
病
る
病
気 

最
近
気

最
近
気
に
な
る
病
る
病
気 

最
近
気
に
な
る
病
気 

高
齢
者
リ
ハ
ビ
リ 

　
テ
ー
シ
ョ
ン
を
身
近
に 
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内
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⑾

    

平
成
12
年
１
月
29
日
生
ま
れ 

父
　
浩
司
さ
ん
　
母
　
め
ぐ
み
さ
ん 

　
家
族
か
ら
の
一
言 

　
元
気
で
ち
ょ
っ
ぴ
り
恥
ず
か
し
が
り

屋
な
女
の
子
で
す
。
小
学
生
に
な
る
二

人
の
お
兄
ち
ゃ
ん
た
ち
に
毎
日
遊
ん
で

も
ら
っ
て
い
ま
す
。
最
近
で
は
三
輪
車

が
こ
げ
る
よ
う
に
な
り
、
パ
パ
も
マ
マ

も
大
喜
び
。
お
友
達
を
た
く
さ
ん
作
っ

て
明
る
く
育
っ
て
ほ
し
い
で
す
。 

柿   

岡  

  

鯉 

渕 

彩 

花
ち
ゃ
ん 

 

八
郷
の
歴
史 

（22） 

♥

わ
が
家
の
ア
イ
ド
ル 

食生活改善推進員　飯村とめ子（山崎）  

（ヘルスメイト） 

【材料】（4人分） 

○白菜  3枚　○塩  小さじ1/2　○人参  1/4本 

○塩　少々　○ロースハム　３枚 

Ａ［プレーンヨーグルト　1/2 カップ、マヨ

ネーズ　大さじ2、レモン汁　大さじ2、サラダ

油大さじ１、砂糖　小さじ１、塩・こしょう

少々］ 

【作り方】 

①白菜は1㎝幅に切って塩をふり、しんなりと

　したら水洗いをして固く水気をしぼる。 

②人参は４cmの長さにせん切りし、塩をふっ

　てもんで水洗いをしてから水気をしぼる。 

③ロースハムは2等分に切り、細切りにする。

④ボールにAを合わせ、①～③を軽く和える。 

   
　
去
十
月
十
三
日
、
八
郷
町
史
編
纂
事
業
に
伴

い
八
郷
町
内
宝
薗
寺
で
の
古
文
書
調
査
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
そ
の
際
、
鎌
倉
時
代
末
期
の
古
文

書
が
大
量
に
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
確
認
さ
れ
た

古
文
書
は
い
わ
ゆ
る
「
印
信
」
と
呼
ば
れ
る
仏

教
、
と
り
わ
け
密
教
の
付
法
伝
授
に
関
す
る
も

の
で
、
ほ
ぼ
全
て
に
わ
た
り
正
慶
元
年
（
一
三

三
二
）
の
年
号
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
正
慶

元
年
と
い
い
ま
す
と
、
今
か
ら
ざ
っ
と
七
百
年

ほ
ど
遡
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
古
文

書
は
、
茨
城
県
下
の
古
文
書
を
集
大
成
し
た
書

物
と
も
い
え
る
『
茨
城
県
史
料
（
中
世
編
Ⅲ
）』

（
平
成
二
年
刊
）
に
も
若
干
収
録
さ
れ
ま
し
た

が
、
未
だ
そ
の
大
部
分
が
公
に
さ
れ
て
い
な
か

っ
た
も
の
で
す
。 

   

　
「
印
信
」
と
は
、
密
教
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま

な
学
問
や
儀
式
作
法
の
伝
授
を
社
会
的
に
証
明

す
る
た
め
の
も
の
で
、
現
在
で
い
え
ば
学
校
の

卒
業
証
書
な
ど
に
値
す
る
も
の
と
い
っ
て
良
い

で
し
ょ
う
。
た
だ
し
、
現
在
の
卒
業
証
書
な
ど

で
は
、
一
見
し
た
と
こ
ろ
実
際
に
何
を
学
ん
だ

結
果
な
の
か
、
と
い
う
点
で
は
非
常
に
わ
か
り

に
く
い
も
の
で
す
。 

　
し
か
し
「
印
信
」
の
場
合
で
は
、
実
際
に
ど

の
よ
う
な
学
問
や
儀
式
作
法
を
伝
授
さ
れ
た
の

か
が
明
確
で
あ
り
、
原
則
と
し
て
あ
る
一
つ
の

学
問
、
あ
る
い
は
儀
式
作
法
を
伝
授
さ
れ
た
場

合
、
そ
れ
を
証
明
す
る
一
通
の
「
印
信
」
が
発

給
さ
れ
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
た
く
さ
ん
の
学

問
や
儀
式
作
法
を
伝
授
さ
れ
た
場
合
、
た
く
さ

ん
の
「
印
信
」
が
そ
の
都
度
発
給
さ
れ
る
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

　
今
回
の
調
査
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
た「
印
信
」

も
、
吽
日
な
る
僧
が
寿
仁
な
る
僧
か
ら
、
さ
ま

ざ
ま
な
学
問
や
儀
式
作
法
の
伝
授
を
受
け
た
際

に
発
給
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
の
数
は
関
係
文
書

も
含
め
て
百
点
を
超
え
る
膨
大
な
も
の
で
す
。 

　
こ
れ
ら
の
「
印
信
」か
ら
判
明
す
る
こ
と
は
、

お
お
よ
そ
正
慶
元
年
に
、
吽
日
な
る
僧
が
僧
寿

仁
か
ら
、
百
余
に
わ
た
る
学
問
や
諸
儀
式
の
付

法
伝
授
を
受
け
て
い
た
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
い

わ
ば
僧
吽
日
の
師
に
あ
た
る
僧
寿
仁
は
、
宝
薗

寺
の
開
祖
と
さ
れ
る
僧
で
あ
り
ま
す
。 

　
僧
寿
仁
は
、
醍
醐
寺
門
跡
三
宝
院
と
い
う
非

常
に
由
緒
の
あ
る
密
教
道
場
で
行
わ
れ
た
学

問
・
儀
式
作
法
を
伝
授
さ
れ
て
い
た
僧
で
あ

り
、
彼
の
三
代
前
の
師
に
あ
た
る
僧
実
勝
は
、

京
都
醍
醐
寺
の
座
主
（
長
官
）
と
な
っ
た
名
僧

で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
よ
り
遡
っ
て
も
、
多
く
の

僧
が
京
都
醍
醐
寺
や
東
寺
な
ど
、
日
本
を
代
表

す
る
諸
大
寺
の
長
官
と
な
っ
た
僧
た
ち
が
極
め

て
多
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
そ
の
点
か
ら
も
、

宝
薗
寺
は
非
常
に
由
緒
の
あ
る
法
脈
を
継
承
し

た
寺
院
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。 

　
一
方
で
こ
れ
ほ
ど
多
く
の
「
印
信
」
が
残
さ

れ
た
経
緯
に
は
、
い
ま
の
と
こ
ろ
多
く
の
謎
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
謎
の
一
つ
を
紹
介
致
し
ま
す

と
、
現
在
の
宝
薗
寺
に
は
、
寿
仁
か
ら
吽
日
に

伝
授
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
「
印
信
」
以
外
に
は

「
印
信
」
が
伝
存
し
て
い
ま
せ
ん
。
な
ぜ
、
彼

ら
の
も
の
だ
け
が
残
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。 

　
八
郷
町
史
刊
行
の
折
り
に
は
、
右
の
謎
も
含

め
て
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
の
分
析
を
行
い
、
八

郷
町
に
残
さ
れ
た
こ
の
貴
重
な
古
文
書
の
全
体

像
を
紹
介
・
考
証
す
る
つ
も
り
で
す
。 

町
史
編
さ
ん
専
門
調
査
員
（
中
世
）
守
田
逸
人 

〜
宝
薗
寺
に
残
さ
れ
た
「
印
信
」〜 

白
菜
の
ヨ
ー
グ
ル
ト
サ
ラ
ダ 

わたしの手料理 

あ

や

　
か

 



⑿

　
　
　
　
が
い
つ
も
思
っ
て
い
る
こ
と
を
一�

　
　
　
言
。
ご
み
の
こ
と
で
す
が
、
少
し
大

き
め
の
粗
大
ご
み
は
、
集
積
所
に
出
す
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。
お
金
を
取
っ
て
も
収
集
し

て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。
千
代
田
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
へ
の
自
己
搬
入
は
、
年
寄
り
に
は

無
理
で
す
。
ど
う
に
か
な
ら
な
い
も
の
で
し

ょ
う
か
。
　
　
　
　
　
　
　
山
崎
　
Ｙ
・
Ｆ�

　
　
一
般
家
庭
の
自
己
搬
入
す
る
粗
大
ご
み

等
で
自
己
搬
入
が
出
来
な
い
場
合
に
つ
き
ま

し
て
は
、
ご
み
収
集
業
者
さ
ん
に
直
接
連
絡

し
、
ご
相
談
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ご
み
の
種
類
や
、
お
住
ま
い
の
地
区
に
よ
っ

て
収
集
業
者
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
の
で
、
役

場
保
健
衛
生
課
（
四
三
―
六
六
五
五
）
で
収

集
業
者
を
確
認
し
て
か
ら
連
絡
を
取
っ
て

い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
保
健
衛
生
課�

　
　
　
年
成
人
式
を
迎
え
ま
す
。
飲
酒
や�

　
　
　
喫
煙
な
ど
色
々
許
さ
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
が
、
大
人
と
し
て
の
責
任
も
重
大
に

な
る
と
思
い
ま
す
。
私
は
私
な
り
に
大
人
の

責
任
と
は
何
か
を
考
え
な
が
ら
、
地
域
の
た

め
に
役
立
ち
た
い
で
す
。
　
　
　
　
　
匿
名�

　
　
頼
も
し
い
で
す
ね
。
こ
う
し
た
若
者
た

ち
の
パ
ワ
ー
が
八
郷
町
に
は
た
く
さ
ん
あ
る

の
で
す
ね
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
広
報
係�

　
　
　
報
や
さ
と
十
二
月
号
を
見
て
、
日
本

　
　
　
放
送
協
会
「
武
蔵
」
の
ロ
ケ
が
八
郷

町
で
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
初
め
て
知
り
ま

し
た
。
大
物
俳
優
が
大
勢
来
て
い
て
感
動
し

ま
し
た
。
東
成
井
　
菅
谷
　
健
一（
20 

）�

　
　
こ
れ
か
ら
も
八
郷
町
で
「
武
蔵
」
の
ロ

ケ
が
引
き
続
き
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。
第
一

回
目
の
放
送
で
も
八
郷
町
が
出
て
い
ま
し
た
。

身
近
に
感
じ
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
広
報
係�

　
　
　
は
恋
瀬
川
が
大
好
き
で
す
。
最
近
は�

　
　
　
川
の
水
も
き
れ
い
に
な
っ
て
、
鮎
な

ど
の
魚
が
釣
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
今

年
は
た
く
さ
ん
の
釣
り
人
が
朝
早
く
か
ら
来

て
い
ま
し
た
。
そ
の
き
れ
い
な
恋
瀬
川
に
ご

み
を
投
げ
捨
て
る
人
が
い
る
の
で
す
。
絶
対

に
や
め
て
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
匿
名�

　
　
公
共
の
場
で
自
分
が
出
し
た
ご
み
を
持

ち
帰
る
の
は
常
識
で
す
。
自
分
ば
か
り
が
楽

し
む
だ
け
で
な
く
、
も
っ
と
周
り
の
人
た
ち

の
心
に
目
を
向
け
て
み
ま
し
ょ
う
。�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
広
報
係�

わ
た
し
も
一
言�

　
評
　
　
日
本
教
育
書
道
連
盟
審
査
員
　
　
岩 

波 

芳 

水�

習
字
コ
ー
ナ
ー�

　
元
気
よ
く
線
が
引
け
て
い
て
た
い
へ

ん
よ
く
出
来
ま
し
た
。�

　
筆
の
使
い
方
が
と
て
も
上
手
で
す
。

ゆ
っ
た
り
と
伸
び
の
あ
る
良
い
作
品
で

す
。�

小
幡
小
三
年
　
木
　
村
　
公
　
亮�

恋
瀬
小
四
年
　
高
　
田
　
美
　
紀�

♣ ♣

♣

♣

月岡　萩原　志づ�

私�

今�広�

私�

柿岡　小原　初美（
40）�

柿岡　吉田　美咲（6）�

柿岡　田口　可奈（6）�

柿岡　田口　元子�
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３つの答えの中から正解を選びハ

ガキに書いて送ってください。　�

�

①平成13年度一般会計の決算で歳

出額はおよそいくらでしたか？�

Ａ－108億2千万円　Ｂ－100億2千

万円　Ｃ－88億2千万円�

②それでは、歳出額のうちで一番

大きな割合を占めていたのは次の

どれ？　Ａ－民生費　Ｂ－教育費�

Ｃ－総務費�

③一般会計の歳出額は、町民一人

当たりにするといくらでしょう？�

Ａ－約35万円　Ｂ－約53万円　�

Ｃ－約55万円�

［応募の方法］�

☆ハガキに広報クイズ178と書き、�

答えの記号（例①－Ａ）、住所、氏

名、年齢、世帯主と「私もひとこと」�

へのご意見や広報の感想などを書

いて送ってください。イラストや

マンガも大歓迎。�

☆締切日　平成15年２月20日�

　　　　　（当日消印有効）�

☆応募先　〒315-0195八郷町柿岡

　　5680-1八郷町役場秘書広聴課�

☆当選者の発表　本紙３月号�

［広報クイズ176の当選者の発表］�

正解は①－Ｂ、②－Ｃ、③－Ｃで

した。応募総数32通、正解32通の

中から次の10人が当選しました。�

市村志つ（小見）大山初江（鯨岡）

小原遥一（柿岡）菅谷健一（東成

井）鈴木よし（菖蒲沢）田口元子

（柿岡）土佐八千代（吉生）萩原

邦男（片岡）長谷川和夫（大増）

吉田美咲（柿岡）�

　　　　　　　　　　［敬称略］�

　全問正解者のなかから�

抽選で図書券が当たるよ　�

やさと文芸�

短
　
　
　
　
歌
　
　
　
　
　
　
　
大
　
塚
　
　
　
誠    �

����

俳
　
　
　
　
句
　
　
　
　
　
　
　
綿
　
引
　
鼓
　
峰  �

����

俚
　
　
　
　
謡
　
　
　
　
　
　
　
鈴
　
木
　
弦
　
月  

広報ク
イズ  

178

　
総
合
運
動
公
園
で
開
か
れ
た
町
民
た
こ
上�

げ
大
会
（
昭
和
五
十
九
年
当
時
）
。
思
い
思�

い
の
手
作
り
た
こ
が
大
空
に
上
り
ま
し
た
。�

み
な
さ
ん
は
今
年
の
お
正
月
に
は
た
こ
を
上�

げ
ま
し
た
か
。�

��

や
や
増
え
し
夜
の
筑
波
の
山
頂
の
灯
の
ゆ
ら
め
き
て
元
朝
迫
る�

ア
フ
ガ
ン
の
記
事
も
少
な
く
な
り
し
ま
ま
星
の
あ
る
真
夜
年
越
さ
む
と
す�

新
し
き
年
の
空
気
を
吸
ひ
こ
み
て
戦
争
諾
は
ず
在
り
つ
づ
け
た
し�

��

我
が
髪
の
い
よ
い
よ
薄
し
初
鏡�

一
切
を
方
下
即
ち
寝
正
月�

ま
た
同
じ
と
こ
ろ
に
掛
け
て
初
暦�

��

今
年
ま
た
減
る
賀
状
の
数
に
あ
り
し
日
の
影
偲
ぶ
新
春
　�

け
ぶ
る
糠
雨
優
し
い
東
風
が
梅
の
蕾
の
謎
を
解
く�

市
民
幾
万
静
か
に
寝
せ
て
火
の
見
櫓
は
寝
ず
の
番�

�
　
　
　
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
月
は
、
選
者
の�

　
　
み
な
さ
ん
の
作
品
を
ご
紹
介
し
ま
す
。�

　
　
　
来
月
か
ら
は
、
み
な
さ
ん
の
作
品
を
掲
載
し
て
い
き
ま
す
の�

　
　
で
、
ふ
る
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。�

�

柿岡　小原　遥一（9）�　Ｐ.Ｎ　ＳＫＹ.

P.N　テレビ・ジョン�

ひ�

う
べ
な�

ほ
う
げ�

■訂正　広報やさと12月号「やさと文芸」中の、山崎景子さんの俳句は「菊の鉢飾られ�
　　　　社務所巫女の留守」の誤りです。訂正するとともにお詫びいたします。�

は

る�
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赤
十
字
救
援
車
が
配
備

　
十
二
月
十
九
日
、
日
本
赤
十
字
社
茨

城
県
支
部
よ
り
町
に
赤
十
字
救
援
車
一

台
が
配
備
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
救
援
車

は
、
火
災
や
風
水
害
に
見
舞
わ
れ
た
方

に
い
ち
早
く
救
援
品
を
届
け
る
た
め
に

使
わ
れ
る

も
の
で
す
。

こ
れ
か
ら

は
、
災
害

時
や
福
祉

活
動
に
も

有
効
に
活

用
さ
れ
ま

す
。

 

茨
城
県
中
学
生
人
権
作
文�

      

コ
ン
テ
ス
ト
で
有
中
の
大
場
さ
ん

　
有
明
中
学
校
の
大
場
早
織
さ
ん
（
三

年
）
が
第
二
十
二
回
茨
城
県
中
学
生
人

権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
に
お
い
て
佳
作
を

受
賞
し
ま
し
た
。
大
場
さ
ん
は
「
賞
を

い
た
だ
け
る
と
は
思
っ
て
も
み
ま
せ
ん

で
し
た
。
と
て
も
嬉
し
い
で
す
」
と
受

賞
の
喜
び
を
語
り
ま
し
た
。

ま

ち

の
話

題

で

き

ご

と�

身
近
な
出
来
事
や
地
元
の�

話
題
を
お
よ
せ
く
だ
さ
い�

�（
連
絡
先
・
秘
書
広
聴
課
☎
内
線
一
三
四
三
）

��

　
Ｊ
Ｏ
Ｃ
カ
ッ
プ
第
十
六
回
全
国
都
道
府
県
対

抗
中
学
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
（（
財
）
日
本
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
主
催
）
が
十
二
月
二
十
五
日

か
ら
二
十
八
日
ま
で
、
大
阪
府
立
体
育
館
と
大

阪
市
中
央
体
育
館
を
会
場
に
行
わ
れ
、
柿
岡
中

三
年
の
鯉
渕
麻
理
さ
ん
が
茨
城
県
選
手
団
と
し

て
出
場
し
ま
し
た
。

　
大
会
に
は
全
国
か
ら
四
十
八
チ
ー
ム
が
参
加

し
、
茨
城
は
予
選
リ
ー
グ
を
一
勝
一
敗
で
決
勝

リ
ー
グ
に
進
み
ま
し
た
。
決
勝
リ
ー
グ
で
は
当

大
会
で
準
優
勝
の
山
口
県
と
対
戦
し
、
惜
し
く

も
敗
退
と
な
り
ま
し
た
が
、
点
を
取
り
合
う
白

熱
し
た
試
合
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
同
大
会
で
鯉
渕
さ
ん
は
ラ
イ
ト
を
務
め
「
試

合
は
最
初
緊
張
し
ま
し
た
が
、
慣
れ
た
ら
と
て

も
楽
し
く
で
き
ま
し
た
。
チ
ー
ム
と
一
体
に
な

れ
た
こ
と
が
一
番
嬉
し
い
で
す
」
と
大
会
を
振

り
返
り
ま
す
。
ま
た
、
柿
岡
中
の
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
部
顧
問
の
嶋
田
稔
教
諭
は
「
コ
ー
ト
で
は
鯉

渕
さ
ん
の
笑
顔
が
よ
か
っ
た
で
す
ね
。
い
い
試

合
を
し
て
ま
し
た
。
こ
れ
も
周
り
の
支
え
が
あ

っ
て
か
ら
こ
そ
」
と
話
し
「
高
校
で
は
さ
ら
に

上
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
も
ら
い
た
い
。
笑
顔

を
忘
れ
ず
に
」
と
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

　
鯉
渕
さ
ん
に
こ
れ
か
ら
の
目
標
を
訪
ね
る
と

「
こ
れ
か
ら
は
高
校
バ
レ
ー
で
日
本
一
を
目
指

し
ま
す
。
将
来
は
体
育
の
先
生
に
な
り
た
い
で

す
ね
」と
持
ち
前
の
笑
顔
で
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
十
二
月
二
十
一
日
八
郷
町
芸
能
祭
実
行
委
員

会
（
上
田
佳
幸
委
員
長
）
主
催
に
よ
る
第
六
回

八
郷
町
芸
能
祭
が
中
央
公
民
館
大
講
堂
を
会
場

に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
同
祭
は
民
謡
、
舞
踊
、
詩
吟
、
合
奏
の
部
の

演
目
に
分
け
て
行
わ
れ
、
会
場
に
は
町
内
か
ら

九
十
三
団
体
が
集
ま
り
、
日
頃
の
練
習
の
成
果

を
思
う
存
分
発
揮
し
て
い
ま
し
た
。
演
奏
が
終

わ
る
た
び
に
観
客
ら
か
ら
拍
手
が
沸
き
上
が
り

ま
し
た
。
会
場
か
ら
は
「
み
な
さ
ん
上
手
な
の

で
、
見
て
い
て
気
持
ち
が
い
い
」
と
い
っ
た
声

も
あ
り
、
大
変
好
評
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

　
同
祭
は
八
郷
町
芸
術
祭
の
一
環
と
し
て
行
わ

れ
て
い
る
も
の
で
、
回
を
重
ね
る
ご
と
に
参
加

者
が
増
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
こ
の
よ
う

な
発
表
の
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

芸
能
祭
で
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発
表�

全
国
中
学
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
に
柿
中
の
鯉
渕
さ
ん�合奏の部�合奏の部�合奏の部�



⒂

八
郷
町
弓
道
会
で
百
八
射
会�

�

　
十
二
月
二
十
八
日
に
八
郷
町
弓
道
会
（
足
立

喜
次
会
長
）
に
よ
る
百
八
射
会
が
総
合
運
動
公

園
武
道
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
行
事
は
年

末
恒
例
の
行
事
で
、
除
夜
の
鐘
を
百
八
回
引
く

こ
と
に
ち
な
み
、
弓
道
の
矢
も
百
八
回
引
こ
う

と
始
ま
っ
た
も
の
で
す
。

　
同
会
に
は
会
員
が
現
在
二
十
二
人
在
籍
し
、

和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、
弓
道
を
楽
し
ん
で
い

ま
す
。
練
習
は
各
自
都
合
に
合
わ
せ
て
行
っ
て

お
り
、
月
に
一
回
は
定
例
会
も
開
い
て
い
ま
す
。

毎
年
六
月
か
ら
八
月
に
か
け
て
町
の
弓
道
教
室

を
行
い
、
参
加
者
に
弓
道
の
楽
し
さ
を
教
え
て

い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
一
度
練
習
に
来
て

み
ま
せ
ん
か
。

　
「
三
年
間
と
い
う
短
い
高
校
生
活
で
す
が
、

こ
れ
な
ら
誰
に
も
負
け
な
い
と
い
う
も
の
を
見

つ
け
て
ほ
し
い
」
。
十
二
月
十
九
日
、
県
立
八

郷
高
等
学
校
（
鶴
田
周
治
校
長
）
に
プ
ロ
野
球

阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
の
井
川
慶
投
手
が
訪
問
し
、

全
校
生
徒
の
前
で
語
り
ま
し
た
。

　
同
校
に
は
井
川
投
手
の
高
校
時
代
の
恩
師
（
前

水
戸
商
野
球
部
監
督
）
で
あ
る
橋
本
實
教
諭
や

高
校
時
代
に
バ
ッ
テ
リ
ー
を
組
ん
だ
関
根
茂
彦

常
勤
講
師
が
勤
務
。
当
初
は
二
人
と
の
再
会
が

目
的
で
し
た
が
、
学
校
側
か
ら
の
要
望
で
全
校

生
徒
の
前
で
の
講
演
が
決
ま
り
ま
し
た
。
同
講

演
会
は
、
関
根
講
師
が
井
川
投
手
に
質
問
を
し

て
答
え
て
も
ら
う
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
形
式
で
行
わ

れ
「
プ
ロ
野
球
は
不
思
議
な
世
界
」
「
野
球
選

手
じ
ゃ
な
か
っ
た
ら
サ
ッ
カ
ー
選
手
」
「
怖
か

っ
た
バ
ッ
タ
ー
は
ヤ
ク
ル
ト
の
ペ
タ
ジ
ー
ニ
さ

ん
」
な
ど
と
、
ユ
ー
モ
ア
の
あ
る
話
に
生
徒
た

ち
も
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　
講
演
の
後
は
、
選
ば
れ
た
生
徒
七
人
が
投
手

と
の
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
を
体
験
し
ま
し
た
。
井

川
投
手
の
ボ
ー
ル
を
受
け
た
生
徒
ら
は
「
ど
き

ど
き
し
た
。
で
も
う
れ
し
い
」
な
ど
と
感
激
し

て
い
る
様
子
を
隠
せ
な
い
様
子
で
し
た
。

　
昔
は
、
一
年
の
中
に
五
つ
の
節
目
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
を
五
節
供
（
ご
せ

ち
く
）
と
い
い
、
一
月
一
日
、
三
月
三

日
、
五
月
五
日
、
七
月
七
日
、
九
月
九

日
を
指
し
ま
す
。
そ
れ
ら
の
日
は
特
別

な
日
と
さ
れ
、
そ
の
時
に
収
穫
さ
れ
た

海
の
幸
、
山
の
幸
を
神
様
に
供
え
、
自

然
の
恵
み
に
感
謝
し
、
五
穀
豊
穣
を
祈

っ
た
そ
う
で
す
。
供
え
た
も
の
を
料
理

し
た
も
の
が
節
供
料
理
と
い
い
、
今
の

「
お
せ
ち
料
理
」
の
始
ま
り
だ
っ
た
よ

う
で
す
。

　
次
に
「
お
雑
煮
」
で
す
が
、
時
代
は

室
町
時
代
に
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。
当
時

は
今
の
よ
う
に
お
餅
が
入
っ
て
い
た
訳

で
は
な
く
、
里
芋
で
し
た
。
そ
れ
が
時

代
の
移
り
変
わ
り
と
と
も
に
食
文
化
が

変
わ
っ
て
、お
餅
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。

大
晦
日
に
お
餅
を
神
様
に
供
え
て
元
旦

に
そ
れ
を
新
鮮
な
水
、
新
し
い
火
で
海

と
山
の
幸
と
い
っ
し
ょ
に
煮
て
食
べ
る

と
い
う
の
が
な
ら
わ
し
で
し
た
。
　

　
昔
の
人
は
、
神
様
と
自
然
の
恵
み
と

に
感
謝
す
る
と
い
う
こ
と
を
当
た
り
前

に
生
活
の
一
部
に
し
て
い
ま
し
た
。
古

き
良
き
昔
の
風
習
に
つ
い
て
こ
ん
な
と

き
に
ふ
と
考
え
て
み
る
の
も
い
い
も
の

で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
且
）

阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
井
川
投
手
が
八
郷
高
を
訪
問�

　
小
型
動
力
消
防
ポ
ン
プ
積
載
車
伝
達
式
が
十

二
月
二
十
五
日
に
八
郷
消
防
署
を
会
場
に
行
わ

れ
、
積
載
車
が
五
つ
の
分
団
に
配
置
さ
れ
ま
し

た
。
配
置
さ
れ
た
の
は
第
三
分
団
第
二
部
、
第

三
分
団
第
四
部
、
第
五
分
団
第
二
部
、
第
七
分

団
第
三
部
、
第
八
分
団
第
四
部
で
す
。

　
伝
達
式
で
は
鈴
木
米
造
分
団
長（
第
五
分
団
）

が
代
表
で
、
八
郷
町
三
万
町
民
の
た
め
に
防
災

活
動
に
力
を
注
い
で
い
く
考
え
を
述
べ
ま
し
た
。

さ
ら
な
る
町
の
消
防
力
強
化
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

小
型
動
力
消
防
ポ
ン
プ
積
載
車
を
配
置�

編
集
室�

講演会にて井川投手（左）・関根講師（右）�



⒃

第25回　��

橋本實氏（前水戸商野球部監督）が講演�
　バランスのとれた教育振興を図るために、学校教育、社会教育
関係者や一般町民が集まる町教育振興大会。第一部は、教育関係
の発展に貢献された個人や団体、そして教育研究の成果が認めら
れた教職員に表彰状が贈られます。�
　また、第二部は八郷高等学校教諭の橋本實氏（前水戸商業高等
学校野球部監督）による講演が行われます。�
　橋本監督は、在任14年間で、水戸商を春夏合わせて7回甲子
園に導きました。講演では、氏の貴重な甲子園での体験などを交
えた話が聞けることでしょう。みなさんぜひお越しください。　�

記　念　講　演�

講師　橋　本　　　實 氏�

演題　「選手をどう育てるか」　�

岩井高等学校、佐竹高等学校の監督を経て、88年に

水戸商業高等学校の監督に就任。92年春の選抜大会

に出場したのを皮切りに、在籍 14年間に春夏合わ

せて7回選手たちを甲子園に導く。99年春には準優

勝という快挙を成し遂げた。現在、八郷高等学校に

て生徒指導主事を務める。�

八郷町教育振興大会を開催�

日　時�
平成15年2月22日（土）�
午後1時20分～�

場　所�
中央公民館　大講堂�

入場無料�

プロフィール�
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